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血
液
循
環
は
生
命
活
動
の
源

血
が
巡
る
か
ら
生
き
て
い
る

血
液
循
環
と
は
文
字
通
り
血

の
巡

り

の
こ
と
で
す
が
、

「
血

の
巡
り
が

良
い
」
と
言
う
と
、
頭
脳
の
働
き
が

良
い
と
い
う
意
味
で
使
わ
れ
て
い
ま

す
。
頭
脳
は
血

の
巡
り

の
良
し
悪
し

で
働
き
が
違
う
と
考
え
た
た
め
と
思

い
ま
す
が
、
血

の
巡
り
は
生
体

の
全

て
の
生
命
活
動
に
関
わ

っ
て
い
る
こ

と
は
自
明
の
理
で
す
。

血
の
巡
り
に
関
係
す
る
循
環
系
は
、

血
液
を
送
り
出
す
ポ

ン
プ
の
心
臓
、

血
液
を
身
体

の
隅
々
ま
で
運
ぶ
通
路

の
動
静
脈
、
細
胞
や
組
織
に
血
液
中

の
酸
素
や
栄
養
や
ホ
ル
モ
ン
や
免
疫

に
関
わ
る
成
分
を
与
え
、
代
謝
で
生

じ
た
産
物
を
受
け
取
る
末
梢
血
管
網

か
ら
成
り
立

っ
て
い
ま
す
の
で
、
血

の
巡
り
は
心
臓
や
血
管
系
の
状
態
や

身
体

の
病
態
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
条
件

で
変
化
し
ま
す
。

血
の
巡
り
は
加
齢
変
化
で
も
著
し

く
低
下
し
ま
す
。
３０
代

の
循
環
機
能

の
平
均
を
１００
％
と
す
る
と
８０
代
で
は

５０
％
に
半
減
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
ｃ
病
気
の
場
合
、
身
体
は
病
変
部

に
集
中
的
に
血
液
成
分
を
動
員
し
て

治
癒
力
を
高
め
よ
う
と
し
ま
す
が
、

血

の
巡
り
が
悪
い
と
治
癒
力
は
低
下

と
壊ぇ
死‐．′

（局
所

死
）
し
て
し
ま

い
ま
す
。
な
お

血

の
巡
り
が
加

齢

に
よ
り
悪
く

な
る

の
は
止
む

を
得
ま
せ
ん
が
、

高
齢
者
ほ
ど
個
体
間
の
ば
ら

つ
き
が

大
き
く
、
生
活
習
慣
の
良
し
悪
し
も

関
わ

っ
て
き
ま
す
。

光
線
は
血
の
巡
り
を
良
く
す
る

光
線
療
法
で
基
本
照
射

（全
身
照

射
）
を
勧
め
る

一
つ
の
理
由
は
、
循

環
を
促
す
た
め
で
す
。
即
ち
皮
膚
で

は
多
く
の
光
産
物

（生
理
活
性
物
質
）

が
生
合
成
さ
れ
ま
す
が
、
ヒ
ス
タ
ミ

ン
様
物
質
は
末
梢
血
管
網
を
拡
張
し
、

プ
ラ
ス
ミ

ン
は
血
液

の
粘
度
を
下
げ

て
さ
ら
さ
ら
と
流
れ
る
よ
う
に
し
ま

す
。
ま
た
ビ
タ
ミ

ン
Ｄ
は
カ
ル
シ
ウ

ム
の
細
胞
内
濃
度
を
低
く
保
ち
、
血

管
壁

の
筋
肉
を
ゆ
る
め
て
心
臓
に
栄

―
サ
ナ
モ
ア
が
循
環
動
態
に
及
ぼ
す
効
果
―

サ
ナ
モ
ア
光
線
協
会

サ
ナ
モ
ア
中
央
診
療
所

医
学
博
士

宇
都
宮
　
光
明

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
を
下
げ
ま
す
の

で
、
動
脈
硬
化
の
進
行
を
予
防
し
、

加
齢
に
伴
う
循
環
機
能
の
低
下
を
抑

制
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
光
線
の
作
用
は
成
人
病

（生
活
習
慣
病
）
の
治
療
、
合
併
症

の
予
防
に
有
効
で
す
。
例
え
ば
糖
尿

病
の
主
要
な
合
併
症
は
循
環
障
害
で

す
。
こ
れ
に
は
失
明
す
る
こ
と
も
あ

る
網
膜
症
や
人
工
透
析
を
受
け
る
可

能
性
の
あ
る
腎
症
の
よ
う
に
細
小
血

鯖
¨
郭
導
胸
膨
華
、
す
厳
い
財
」
い

よ
う
に
比
較
的
太
い
血
管
の
動
脈
硬

化

が

原

因

に

な

る

場

合

が

あ

り

ま

す

が

、

光

線

療

法

を

日

々

の
生

活

習

慣

に
す

れ

ば

、

糖

尿

病

の
合

併

症

を

予

防

す

る

効

果

が

あ

り
ま
す
。

血
の
巡
り
が
良
く
な
る
と

痛
み
が
消
え
る

痛
み
を
訴
え
る
患
者
に
光
線
療
法

を
行
う
際
に
全
身
照
射
に
併
せ
て
患

部
照
射
を
重
視
し
ま
す
。
そ
れ
は
痛

む
患
部

に
は
損
傷
さ
れ
た
組
織
の
再

生
に
関
わ
る
血
液
成
分
を
血
管
外
に

流
出

（滲
出
）
さ
せ
る
た
め
の
循
環

障
害
が
あ
り
、
光
線

の
深
達
性
の
温

し

、

途

絶

え

る

堪

．． ¨．．＝

菫

――

曇

――

一一一雫

聖

ギ

ーｌ

ξ

ヤ

ξ

＝

ξ

ｌｌ

ξ

ｌｌ

ξ

ｌｌ

ξ

養
を
与
え
る
冠
状
動
脈
を
含
め
て
全

身
の
皿
管
を
拡
張
し
ま
す
の
で
、
血

圧
は
低
下
し
、
心
臓

の
負
担
は
軽
く

な
り
、
心
筋

の
酸
素
消
費
量
は
減
少

し
、
心
臓
が
送
り
出
す
血
液
量
が
増

え
循
環
血
液
量
が
増
大
し
ま
す
。

ま
た
光
線
は
加
齢
に
伴
う
循
環
機

能
低
下
の
要
因
の
動
脈
硬
化
を
起
こ

す
危
険
因
子
に
な
る
カ
ル
シ
ウ
ム
の

血
管
壁

へ
の
沈
着
を
抑
制
し
、
血
清
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熱
作
用
で
患
部
の
局
所
体
温
が
上
昇

す
る
と
体
温
を

一
定
に
保

つ
機
序
が

働
い
て
患
部
の
循
環
血
流
量
が
増
し
、

発
痛
物
質
や
代
謝
産
物
の
排
泄
を
促

し
、
む
く
み
を
軽
減
し
、
筋
緊
張
を

和
ら
げ
、
即
効
性
の
鎮
痛
効
果
を
認

め
る
か
ら
で
す
。
な
お
光
線
を
患
部

に
照
射
す
る
と

一
過
性
に
痛
み
が
増

す
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
循

環
障
害
が
改
善
し
始
め
た
時
に
出
る

症
状
で
、
光
線
を
続
け
て
照
射
し
本

格
的
に
血
の
巡
り
が
改
善
し
そ
の
状

態
が
持
続
す
れ
ば
、
痛
み
は
確
実
に

消
え
ま
す
。

加
え
て
光
線
療
法
を
繰
り
返
し
行

う
こ
と
で
患
部
の
血
液
循
環
は
促
進

さ
れ
、
損
傷
の
修
復
、
再
生
を
促
し

ま
す
の
で
、
治
る
ま
で
の
期
間
を
短

縮
で
き
る
の
で
す
。
な
お
光
線
で
作

ら
れ
る
プ

ロ
ス
タ
グ
ラ
ン
ジ
ン
に
は

胃
粘
膜
の
保
護
作
用
が
あ
り
、
鎮
痛

剤
の
副
作
用
の
胃
腸
障
害
を
防
ぐ
効

果
も
あ
り
ま
す
。

: l.l季頂吾合曇
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戌ル性鰺‐‐ml節症
サナ穣ア光線治嬢購

鑓轟‐麗攣博輩 1宇都‐富 正範

1症例 マ 1歳、女性

主 訴 :百膝 関節 の疼 痛 と軽 度腫 脹。

起始 。経過 :数年前 か ら歩 き始 めや正 座時な どに、

有 膝 F―・l節痛 を 自党 ,痛 み は徐 々に 1曽強 し腫

れ も認 めた た め、整 形 外 科 を受 診 し処 置 を

リハ ビ リを施行 したが思 うよ うに改

善 しないため来院 した。

夢計クト再斥5邑 : 多矛炉尋150 cm、  ク軽亘巨65kg、  B～I129

治療 :①左側臥位にて 30分

膝関節を 2灯で上下か らはさむよ うに照

膝裏 、足裏 、 背音5も照 易寸し

②座位にて 15分

有漆関節を、左右か ら 2灯で照射 し、左

膝関節も優1面か ら膝裏にかけて照射 した。

ABカ ーボ ンで 開始 し、膝 に対 して は B

Dカ ーポ ンに変更 した。

経過 :週に 2回の治療で 開始 したところ、 4回終

了後 に駅の階段の昇降が楽 にな り、改善 を

自覚。 8回終了後には、体操教室で ジャン

プがスムーズにで きるようにな った。現在

20回終了 したが、膝の痛みは改善 し、良好

に経過 して いる。

病
気
の
解
説

変
形
性
膝
関
節
症
は
、
関
節
を
構

成
す
る
組
織
の
退
行
変
性
と
増
殖
性

変
化
に
基
づ
く
病
気
で
、
内
側
の
軟

骨
変
性
が
進
行
す
る
と
内
側
変
形
が
、

外
側
の
軟
骨
変
性
に
よ
り
外
反
変
形

を
生
じ
ま
す
。
頻
度
は
、
内
側
型
が

多
く
、
肥
満
傾
向
の
中
年
女
性
に
好

発
し
、
米
国
健
康
栄
養
調
査
報
告
に

よ
る
と
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ

（ボ
デ
ィ
。
マ
ス

。

イ
ン
デ

ッ
ク
ス

一
肥
満
を
判
定
す
る

た
め
の
指
数

¨
体
重
岬
一
身
長
ぐｍ＞
＋

身
長
鶴
）
が
、
３０
～
３５
の
肥
満
女
性

は
、
肥
満

の
な
い
２５
以
下
の
女
性
よ

り
、
約
４
倍

の
高
い
危
険
率

で
変
形

性
膝
関
節
症
が
発
生
す
る
と
さ
れ
て

お
り
、
肥
満
に
よ
る
膝

へ
の
負
荷
が

重
要
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
症
状
は
、

初
期
に
は
、
歩
き
始
め
や
正
座
時
、

あ
る
い
は
、
階
段
を
降
り
る
と
き

の

膝
関
節
痛

で
あ
る

こ
と
が
多
く
、
進

行
す
る
と
、
関
節
全
体
が
腫
脹
し
、
関

節
水
腫
を
伴

い
、
関
節
の
屈
曲

こ
う

縮
が
明
ら
か
と
な
り
、
関
節
周
囲
筋

の
筋
力
低
下
を
生
じ
ま
す
。

こ
の
病

気
は
、
遺
伝
的
素
因
や
肥
満
な
ど
の

体
質
と
い

っ
た
全
身
的
要
素
に
、
関

節
局
所
の
解
剖
学
的
特
徴
が
関
与
し

て
発
症
す
る

一
次
性
の
も
の
と
、
外

傷
や
炎
症
性
疾
患
な
ど
、
明
ら
か
な

原
因
を
背
景
と
し
て
発
症
す
る
二
次

性
の
も
の
に
分
類
さ
れ
ま
す
が
、
本

症
例
の
よ
う
に
原
因
が
は

っ
き
り
し

な
い

一
次
性
の
方
が
多
く
み
ら
れ
ま

す
。

痙

ヌ
卓

ル
糧

層

変
形
性
膝
関
節
症
の
患
者
の
多
く

は
、
膝
が
痛
い
た
め
に
、
外
出
も
で

き
ず
運
動
不
足
と
な
り
が
ち
で
、
筋

力
低
下
や
体
重
増
加
を
招
き
、
膝

へ

の
負
担
が

一
層
増
す
た
め
、
膝
関
節

痛
が
さ
ら
に
増
大
す
る
と
い
う
悪
循

環
に
陥

っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
サ

ナ
モ
ア
光
線
療
法
に
よ

っ
て
、
こ
の

悪
循
環
を
断
ち
切
る

こ
と
が
治
療

の

ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
す
。
病
気

の
程

度
に
よ
り
若
千
異
な
り
ま
す
が
、
光

線
療
法
の
深
部
品
熱

・
鎮
痛
作
用
に

よ
り
、
早
け
れ
ば
数
回
の
治
療
で
、

確
実
に
痛
み
が
和
ら
ぎ
ま
す
。
少
し

で
も
痛
み
が
軽
く
な
れ
ば
、
散
歩
に

出
か
け
る
気
に
な
り
、
自
然
と
膝
を

保
護
す
る
筋
肉

の
強
化
に

つ
な
が
り

ま
す
。
ま
た
、
光
線
療
法
は
、
関
節

内
の
滑
膜
代
謝
、
軟
骨
代
謝
、
骨
髄

内
血
行
動
態
な
ど
に
良
い
影
響
を
お

よ
ぼ
す
た
め
、　
一
時
的
な
鎮
痛
効
果

だ
け
で
な
く
、
病
気

の
根
本
的
な
治

療
法
と
言
え
ま
す
。
今
日
の
高
齢
化

社
会
で
は
、
変
形
性
膝
関
節
症
で
多

く
の
方
が
お
悩
み
の
こ
と
と
思
い
ま

す
が
、
病
院
で
は
、
鎮
痛
剤
と
湿
布

を
処
方
さ
れ
、
年
だ
か
ら
し

ょ
う
が

な
い
と
説
明
を
受
け
終
わ
り
と
な
る

ケ
ー
ス
が
旺
倒
的
で
す
。
そ
ん
な
時

に
こ
そ
、
是
非
、
サ
ナ
モ
ア
光
線
療

法
を
お
試
し
下
さ
い
。
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正範

第
四
期

サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
師

養
成
講
座
を
東
京
に
て
開
講

前
号
で
お
知
ら
せ
し
た
第
四
期
サ

ナ
モ
ア
光
線
治
療
師
養
成
講
座
を
、

四
月
に
東
京
に
て
開
講
し
ま
し
た
。

今
回
の
出
席
者
は
六
名
で
、
東
北
、

関
西
か
ら
の
参
加
も
あ
り
、
和
気
需

調
と
し
た
雰
囲
気
の
な
か
で
四
日
間

の
講
座
を
無
事
終
え
る

こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
次
回
は
、
秋

の
開
講
を
予

定
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
希
望

の
方

は
是
非

ご
連
絡
下
さ
い
。

第
六

回
「
光

と
熱

研
究
会
」
の

お
知

ら
せ

医
療
に
関
連
し
た
話
題
の
講
演
や

治
験
例

の
報
告
を
中
心
と
し
た
研
究

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、　
一
般

の
サ
ナ
モ
ア
ご
愛
用
者
の
方
も
是
非

ご
参
加
下
さ
い
。
な
お
参
加
は
無
料

で
す
。

日
時

一
七
月
十
四
日

（土
）

午
後
二
時

場
所

　̈
サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
院

三
階
会
議
室

巷
卜

■

●

婢

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
新
規
に
光

線
治
療

院
を

開
業

さ

れ

た
先

生
方

や
、
既
に
開
業
さ
れ
て
ご
活
躍
中

の

先
生
方
を
紹
介
さ
せ
て
頂
い
て
お
り

ま
す
。

（写
真
上
）

電
話
‥
〇
四
八
―
七
七
三
―
四
八
四
三

〇
九
〇
―
九
二
一六
―
三
六
七
六

住
所
交
通

院
長
一
一一一一ロ

電
話

住
所

院
長
一
一一一一口

埼
玉
県
桶
川
市
神
明
二
‐
十
八
‐
十

Ｊ
Ｒ
高
崎
線
北
上
尾
駅
か
ら
徒

歩
五
分

束
原
な
つ
子
先
生

近
隣
の
お
宅
に
は
、
出
張
治
療

も
行
っ
て
い
ま
す
。

（写
真
下
）

〇
四
四
―
七
三
二
―
五
〇
六
七

川
崎
市
中
原
区
丸
子
通
り
二
―

七
〇
九

海
渡

一
二
三
先
生

先
代
の
宇
都
宮
義
真
先
生
に
長

年
サ
ナ
モ
ア
光
線
療
法
の
御
指

導
を
賜
り
、
今
日
に
至
る
ま
で
、

東
京
光
線
治
療
院
の
看
板
を
掲

げ
営
業
致
し
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
幸
い
な
こ
と
に
、
現
在
は
、

宇
都
宮
光
明
先
生
と
宇
都
宮
正

範
先
生
に
力
強
い
御
教
示
を
頂

き
、
サ
ナ
モ
ア
光
線
療
法
と
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
よ
り
患
者
の

治
療
に
あ
た
る

一
方
、
サ
ナ
モ

ア
光
線
治
療
器
の
販
売
を
行

っ

て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
サ
ナ
モ
ア
光
線
療

法
で
、
多
く
の
方
の
健
康
を
守

り
ま
す
。

″
降
階
置
ド
ー
‥―
‥―
‥」

東原 なつ 子先 生 (右 )

中 募 集 鉾

当協会の趣たに賛月され、

サナモア光線療法の普及に

ご協力項ける方、治療院の

開業を検言すなさりたい方は、

おFonい合わせください

サナモア光線治療院

〒153-0063
東京都 目黒 区 日黒 1-23-11
TEL (03)5759-… 3710
FAX (03)5759‐ -3720

海渡一二三先生
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☆
変
形
性
膝
関
節
症

症
例
　
６２

歳
　
女
性
　
主
婦

症
状
　
一
一年
前
頃
よ
り
膝
の
調
子
が

悪
く
階
段
の
昇
り
降
り
が
つ
ら
く
な

っ

て
い
た
が
、
最
近
、
徐
々
に
膝
関
節

痛
も
認
め
る
よ
う
に
な

っ
た
た
め
、

整
形
外
科
を
受
診
し
た
と
こ
ろ
、
変

形
性
膝
関
節
症
と
診
断
さ
れ
た
。
内

服
治
療
を
開
始
し
た
が
痛
み
は
改
善

せ
ず
、
膝

の
屈
曲
も
困
難
と
な
り
正

座
も
で
き
な
く
な

っ
た
上
に
、
消
炎

鎮
痛
剤
に
よ
る
胃
腸
障
害
も
出
現
し

た
た
め
、
サ
ナ
モ
ア
愛
用
者
で
あ
る

姉
に
勧
め
ら
れ
来
所
し
た
。

療
法
経
過
　
治
療
は
Ｂ
Ｃ
カ
ー
ボ

ン

で
両
膝
を
２０
分
、
膝
裏
を
１０
分
、
Ｂ

Ｂ
カ
ー
ボ
ン
で
大
腿
部
前
面
を
２０
分
、

そ
の
後
面
を
１０
分
照
射
し
、
Ａ
Ｂ
カ
ー

ボ

ン
で
腹
、
腰
、
足
裏
を
そ
れ
ぞ
れ

１０
分
照
射
し
た
。
翌
日
か
ら
は
在
宅

光
線
治
療
を
開
始
。
毎
日
二
回
、
膝

に
は
、
Ａ
Ｂ
カ
ー
ボ

ン
と
Ｂ
Ｃ
カ
ー

ボ

ン
を
交
互
に
使
用
す
る
よ
う
指
示

し
た
。
数
日
後
に
陽
性
反
応
の
た
め
、

一
時
的
に
痛
み
が
強
く
な
る
こ
と
も

あ

っ
た
が
、
二
週
間
後
に
は
、
階
段

の
昇
り
降
り
が
楽
に
な
り
、　
一
か
月

続
け
た
頃
に
は
大
腿
部

の
筋
肉
に
柔

軟
性
を
認
め
、
正
座
し
て
も
以
前

の

よ
う
な
痛
み
を
感
じ
な
く
な

っ
た
。

こ
の
頃
に
は
胃
腸

の
症
状
も
改
善
し

て
お
り
、
例
年
と
異
な
り
、
冬
も
膝

の
痛
み
を
全
く
気
に
す
る
こ
と
な
く

ヽ
食
ヽ
κ
ヽ
シ↓
ｇ
）
０
・こ
・Ｖ
〓
ぶ
燎
ぶ
く
ヽ

辮
亘
一欄
□
辮
口

サ
ナ
モ
ア
を
生
活
習
慣
に

横
浜
市
　
大
川
　
恵
美
子
様

昨
年
十
月
に
腰
が
急
に
痛
く
な

っ

た
際
、
知
人
に
良
い
も
の
が
あ
る
か

ら
と
勧
め
ら
れ
、
十
二
月
よ
り
現
在

ま
で
お
借
り
し
て
、
毎
夜
お
風
呂
上

過

ご
せ
た

と
喜
ん

で

い
た
。

神
戸
市
　
ウ

エ
ノ
光
線
療
研

上
野
　
健
太
郎
氏
報
告

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
Ｏ
七
八
―
三
三
二
―

一
三
五
八

☆
網
膜
剥
離

症
例
　
６３
歳

女
性
　
主
婦

症
状
　
以
前
か
ら
糖
尿
病
に
て
通
院
し

て
い
た
が
、
眼
科
に
て
網
膜
剥
離
を
指

摘
さ
れ
、
光
線
療
法
で
治
療
し
た
い
と

来
所
さ
れ
た
。
な
お
、
腰
痛
と
足
に
陥

入
爪
を
認
め
た
た
め
、
同
時
に
治
療
を

行

っ
た
ｃ

療
法
経
過
　
平
成
１２

年
６
月
、
三
灯
ま

た
は
四
灯
照
射
法
に
て
治
療
を
開
始
．

カ
ー
ボ

ン
は
Ｂ
Ｄ
カ

ー
ボ

ン
を
使
用

し
、
改
善
後
に
Ａ
Ｂ
カ
ー
ボ
ン
を
用
い

ヽ

Ｓ

Ｓ

↓

↓

じ

３

・↓

ぐ

こ

と

ざ

を

ふ

ふ

く

ヽ

が
り
に
腰
と
足
に
当
て
て
い
ま
し
た

が
、
自
分
の
治
療
器
が
欲
し
く
な
り

購
入
致
し
ま
し
た
。
自
分
の
だ
と
気

兼
ね
な
く
使
え
る
の
で
購
入
し
て
良

か

っ
た
と
思
い
ま
す
。
現
在
６８

オ
で

す
が
、
ま
だ
現
役
で
事
務
の
仕
事
を

続
け
て
３０

年
に
な
り
ま
す
。
や
は
り

毎
日
椅
子
に
腰
掛
け
て
仕
事
を
し
て

い
た
関
係
で
、
悪
く
な

っ
た
よ
う
な

た
。
最
初
は
側
臥
位
に
て
、
顔
面
に
閉

眼
で
３０
分
、
腰
か
ら
臀
部
に
３０
分
、
足

の
爪
に
３０
分
を
同
時
に
照
射
。
次
に
後

頭
部
と
腹
と
膝
裏
と
足
裏
に
同
時
に
１０

分
照
射
し
た
。
体
位
を
仰
臥
位
に
変
更

後
、
有
顔
面
に
１０
分
、
左
頚
部
に
１０

，
，
↓
じ
う
―
じ
と
ぐ
ま
と
，
や
く
ヽ

気
が
し
ま
す
。
現
在
、
腰
の
痛
み
は

な
く
な
り
ま
し
た
が
、
足
の
方
が
少

し
変
な
の
で
、
頑
張

っ
て
毎
日
光
線

を
当
て
て
早
く
良
く
な
る
様
に
祈
る

の
み
で
す
。
使

っ
て
み
て
、
私
は
サ

ナ
モ
ア
を
生
活
習
慣
に
取
り
入
れ
た

い
と
思
い
ま
し
た
。
で
は
、
失
礼
致

し
ま
す
。

＊

　

　

　

＊

　

　

　

＊

分
、
有
股
関
節
部
に
１０
分
、
左
膝
側
面

に
１０
分
同
時
に
照
射
。
そ
の
後
、
左
顔

面
に
１０
分
、
有
頚
部
に
１０
分
、
左
股
関

節
部
に
１０
分
、
有
膝
側
面
に
１０
分
同
時

に
照
射
し
た
。
連
日
治
療
し
、
腰
痛
と

爪
の
痛
み
は
改
善
し
た
が
、視
力
が
な
か

な
か
改
善
し
な
い
た
め
、
二
か
月
後
か

ら
、
顔
面
の
照
射
時
間
を
３０
分
延
長
し
、

顔
面
の
み
６０
分
の
治
療
と
し
た
。
平
成

・３
年
１
月
か
ら
徐
々
に
視
力
が
回
復
し
、

２
月
中
旬
頃
か
つ
は
、知
僣
桑
諮
り
，
ヽ
す
っ

き
り
し
て
き
た
と
話
し
て
お
り
、
病
院
の

医
師
か
ら
も
、
目
の
状
態
は
改
圭
属
墜
口
に

あ
る
と
説
明
を
受
け
て
い
る
。

川
崎
市
　
東
京
光
線
治
療
院

海
渡

　

一
一
百
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報
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Ｅ
Ｌ
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三
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五
〇
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声精 癸′h■磋′(■%′バ′h■RIり/1/ゲ
t層          サナモア

重
線
撃
療
層
院
蜃 宇都宮 正範実  ｀

際 満

曾[彙 [言 [言 :il:][l[[[:首 [i詈 :ち看

は

じ

め

に

太
陽
の
恵
み
を
応
用
し
た
サ
ナ
モ
ア

経
痛

の
た
め
何
年
も
病
院
通
い
を
続

け
、
痛
み
に
対
し
て
神
経
ブ

ロ
ッ
ク

を
受
け
て
い
た
患
者
さ
ん
が
、
嘘
の

よ
う
に
痛
み
が
と
れ
て
元
気
に
な
ら

れ
た
例
や
、
肝
臓

の
手
術
を
受
け
る

こ
と
が
決
ま
り
、
体
力

の
増
強

の
た

め
、
手
術
直
前
ま
で
続
け
た
患
者
さ

ん
が
、
執
刀
医
も
驚
く
く
ら
い
の
回

復
の
早
さ
を
み
せ
て
無
事
退
院
で
き

た
例
を
間
近
に
見
る
に
つ
け
、
サ
ナ

モ
ア
光
線
療
法
の
効
果
と
適
応
範
囲

の
広
さ
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。
‐

男女別年齢構成

そ

こ
で
、
開
院
か
ら
今
日
ま
で
を
振

り
返
り
、
来
院
さ
れ
た
患
者
さ
ん

の

背
景
お
よ
び
診
断
を
簡
単
に
ま
と
め

た
ｔ，
と
思
ｔ，
ま
す

）

患

者

背

景

と

受

診

理

由

七
か
月
間
に
受
診
さ
れ
た
初
診
患

者
は
合
計
１３７
名
で
、
こ
の
う
ち
男
性

が
３３
名
、
女
性
が
１０４
名
と
圧
倒
的
に

女
性
が
多
く
、
年
齢
構
成
は
、
男
女

と
も
に
、
６０
歳
代
を
ピ
ー
ク
と
し
た

山
型
を
呈
し
て
い
ま
す
が

（図
）
、
若

年
層
ま
で
を
含
め
た
幅
広
い
年
齢
の

患
者
が
、
来
院
し
て
い
る
こ
と
が
分

か
り
ま
す
．
サ
ナ
モ
ア
光
線
療
法
は
、

高
齢
者

の
み
を
対
象
と
し
た
治
療
法

で
な
い
こ
と
が
理
解
で
き
ま
す
。

ま
た
、
表
に
示
し
た
よ
う
に
、
最

も
多
い
疾
患
は
整
形
外
科
系
疾
患
で
、

腰
痛
、
膝
関
節
痛
、
リ
ウ

マ
チ
な
ど
、

痛
み
に
対
す
る
治
療
目
的

の
患
者
が

多
く
、
病
院
で
満
足
の
い
く
治
療
を

受
け
ら
れ
て
な
い
方
が
来
院
さ
れ
ま

す
。
既
に
体
験
さ
れ
た
方
は
お
分
か

り
と
思
い
ま
す
が
、
サ
ナ
モ
ア
光
線

療
法
は
、
優
れ
た
鎮
痛
効
果
を
有
し

て
お
り
、
副
作
用
も
な
く
、
速
や
か

に
痛
み
を
緩
和
す
る
こ
と
が
可
能
で

す
。
ま
た
、
次
に
多
い
内
科
系
疾
患

で
は
、
糖
尿
病
、
高
血
圧
、
脳
梗
塞

後
遺
症
な
ど
の
生
活
習
慣
病
が
目
立

ち
ま
す
。
生
活
習
慣
病
は
今
後
も
さ

ら
に
増
加
す
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
が
、
光
線
療
法
は
病
気
の
進
展
や

合
併
症

の
発
症
を
未
然
に
防
ぐ
効
果

が
あ
る
た
め
、
在
宅
で
の
光
線
療
法

と
併
用
し
て
い
る
方
も
多
く
、
週
に

一
度
、
当
院
で
の
全
身
治
療
に
通
わ

れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
ア
ト
ピ
ー

性
皮
膚
炎
、
乾
癬
な
ど
皮
膚
科
系
疾

患
が
続
き
、
耳
鼻
科
系
疾
患
や
婦
人

科
系
疾
患
に
至
る
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る

病
気
が
サ
ナ
モ
ア
光
線
療
法

の
治
療

対
象
と
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
様
々
な
病
気

の
方

が
来
院
さ
れ
る

こ
と
が
、
サ
ナ

モ
ア

光
線
治
療
院
の

一
つ
の
特
徴
と
言
え

ま
す
し
、
サ
ナ
モ
ア
光
線
療
法
は
病

気
を
選
ば
な
い
と
言
わ
れ
る
所
以
な

の
で
す
。

受診時の診断

人数 診 断 の 内 容   ( )内 は人数

整形外科系

腰痛症(19)変形性膝関節症 (10)頚椎症(8)
慢性関節 リウマチ(5)骨折 (4)脊柱管狭窄
症 (4)変形性股関節症 (3)五十肩 (2)そ の

他 (6)

内 科 系

糖尿病 (8)高 血圧 (5)脳血管障害 (4)悪性
腫瘍 (4)肝障害 (3)胃 腸障害 (2)て んかん
(1)過敏性大腸症候群 (1)気管支喘息 (1)
脊髄小脳変性症(1)そ の他 (17)

皮 膚 科 系 9
アトピー′l■皮膚炎(2)自癬 (2)帯状疱疹 (1)
乾癬 (1)円形脱毛症 (1)そ の他 (2)

耳 鼻 科 系 8
アレルギー性鼻炎 (1)突 発性難聴 (1)耳管
機能障害(1)冨 1鼻腔炎(1)そ の他 (4)

泌尿器科系 3
慢性前立腺炎 (1)前立腺肥大症 (1)前立腺
癌 (1)

婦 人 科 系 子宮内膜症 (1)子宮脱 (1)

眼 科 系 網膜剥離 (1)緑内障 (1)

健 康 法 5

地
』

60     70     80
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サ
ナ
モ
ア
光
線
協
会
は
、
サ
ナ
モ

ア
光
線
療
法
の
普
及
事
業
の

一
環
と

し
て
、
昨
年
の
九
月
に

サ
ナ

モ
ア
光
線
治
療
院

（院
長

・
宇
都
宮
正
範
）

を

開
院
し
ま
し
た
が
、

今
般
、
「
健
康
と
光
線
」

を
送
付
す
る
に
当
た
り
、

サ

ナ

モ
ア
光
線
治
療

院

の
パ

ン

フ
レ

ッ
ト
を
同

封
い
た
し
ま
し
た
。

サ
ナ

モ
ア
光
線
協
会

は
、

太
陽

の
光

エ
ネ
ル

ギ

ー
が
あ
れ
ば

こ
そ
生

命

に
と

っ
て
不
可
欠

な

食

べ
物
と
酸
素
が
あ
り
、

私

た
ち
人
類
も
健
康

で

い
ら
れ
る
、

こ
の
考

え

を
原
点

に
、

こ
の
考

え

に
基
づ

い
て
、
太
陽
光

線

に
近
似
し
た
光
線
を

再

現
す
る
サ
ナ

モ
ア
光

線
療

法

の
普

及
に
努
め

て
参
り
ま
し
た
。

し
か

し
太

陽

の
恵
み
を
医
療

に
生

か

す
サ
ナ

モ
ア
光

線
療
法
の
効
果
は
、
実
際
に
使

っ
て

始
め
て
分
か
る
点
が
多
々
あ
り
ま
す
。

鎮
痛
効
果

一
つ
を
と

っ
て
も
、
使

っ

た
こ
と
の
な
い
人
は
中
々
信
じ
ま
せ

ん
。
し
か
し
使
い
こ
な
せ
ば
、
こ
れ

ほ
ど
簡
便
で
効
果
の
あ
る
治
療
法
は

あ
り
ま
せ
ん
。
日
常
経
験
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
病
気
は
、
気
持
ち
良
く
光
線

を
当
て
て
い
る
だ
け
で
自
然
治
癒
力

が
増
し
治

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
院

で
は
、
ル
ー

フ
式

マ
ル
チ
ア
ー
ク
療

法
に
よ
る
治
療
を
中
心
に
行

っ
て
い

ま
す
。
こ
の
治
療
法
の
特
徴
は
パ

ン

フ
レ

ッ
ト

に
記
載
し
ま
し
た
が
、
四

台
か
ら
五
台

の
治
療
器
を
用
い
て
密

閉
さ
れ
た
空
間
内
で
多
灯
照
射
し
、

光
線

の
光
化
学
作
用
と
深
達
性

の
温

熱
作
用
の
相
乗
効
果
を
利
用
す
る
も

の
で
す
。　
一
般
に
ご
家
庭
で
お
使
い

い
た
だ
い
て
い
る
光
線
療
法
と
は
異

な
る
点
が
あ
り
ま
す
の
で
、
医
療
相

談
か
た
が
た
体
験
さ
れ
る

こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。

（お
近
く
に
ル
ー
フ
式
マ
ル
チ
ア
ー

ク
療
法
を
行

っ
て
い
る
治
療
院
が
あ

る
場
合
に
は

ご
紹
介
し
ま
す
の
で
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
ｃ
）

サ
ナ
モ
ア
は
カ
ー
ボ
ン
の
志
剤

を
完
全
燃
焼
さ
せ
る
こ
と
で
最
も

効
果
の
あ
る
ス
ペ
ク
ト
ル
を
含
む

光
線
を
放
射
す
る
よ
う
に
、
正
面

か
ら
カ
ー
ボ

ン
を
ぶ

つ
け
る
正
面

発
光
式
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
手
動
式
の
サ
ナ
モ
ア
７
号

器

●
８
号
器
で
は
照
射
時
間
が
十

分
強
で
切
れ
、
長
時
間
の
照
射
に

は
ご
不
便
を
お
掛
け
し
て
き
ま
し

た
。

こ
の
点
を
改
良
し
た
の
が
全

自
動
光
線
治
療
器
は

つ
ら

つ
さ
ん

で
、
照
射
時
間
は
５
分
刻
み
で
６０

分
ま
で
設
定

で
き
、
時
間
に
合
わ

せ
て
ジ

ョ
イ

ン
ト

で
き
る
サ
ナ

モ

ア
カ
ー
ボ

ン
を

つ
な
い
で
お
け
ば
、

自
動
的
に
カ
ー
ボ

ン
を
送
り
安
定

し
た
光
線
を
放
射
し
ま
す
。

な
お
は

つ
ら

つ
さ
ん

ご
使
用

の

際

に
は
、
安
全
性
を
保
ち
、
事
故

を
未
然
に
防

ぐ
た
め
、
ジ

議
イ

ン

ト
カ

ー
ボ

ン
以
外
の
カ

ー
ボ

ン
は

絶
対

に
使

用
し
な
い
で
下
さ

い
。

使
用
上
の
注
意
は
、
「
は

つ
ら

つ
さ

ん
取
扱
説
明
書
」
を
ご
覧
下
さ
い
。

（本
紙
の
無
断
転
用
を
禁
上
犠
ま
す
。
）

′    亀

ー

鱚

1戚
一ソ
國

一
、
撃
刊
畿
、
「罐
麗
ξ
灘
畿
臨
斃
鷺
織
一
　

・

旦
、
サ
ナ
撃
ア
難
鰻
駿
麟
麟
０
畿
饉
惚
驚
鱗
。

サ
ナ
彎
７
滋
畿
鱚
像
機
．
太
艤
鷺
畿
ご
そ
鷺
麟

を
構
轟
す
る
壼
繋
中
憲
轟
等
朦
築
で
轟
琴
、
饉
窯

発
を
懸
め
て
鋼
鼈
０
鸞
鱗
、
輸
撥
機
鶯
議
が
あ
る

む
簿
畿
魚
縫
菫
ち
、
太
艤
滋
畿
韓
重
織
し
た
ツ
ル

ス
ベ
ツ
ト
ル
麓
艤
家
簸
鸞
す
機
サ
タ
罐
ず
魔
纏
艤

濃
磯
機
醸
，
鰺
晨
灘
軋
機
鶴
鍮
る
こ
盤
で
、
な
鸞

仰
鸞
緊
、
機
鑢
銀
貴
鐵
移
ぷ
す
。

攣
浚
篭
Ｆ
魔
雛
鶴
藍
懲
い
鸞
ナ
彎
ア
魔
跛
鐵
議

③
攘
襲
を
締
緋
ま
す
る

サ
ナ
篭
ア
尭
鰺
羅
警

鎮
挙
饗
士

写
靱
富

蠅 |
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